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つ う支巡
いよいよ夏本番、今年も厳しい暑さが予想されます。戸外活動が難しい中で、こどもたちにとって

どのような環境や遊びが望ましいか考えていきたいですね。

し ん
令和８年７月発行

巡回支援つうしん夏号（VOL.10）

回

こどもたちが安心して過ごせる環境づくりについて職員間で学んだり意見交換をする機会があると思いま

す。園内研修の取り組み方に関する助言例や巡回支援を行った施設の取組事例を紹介します。

●園内研修では、職員が心配していることや困っている事をみんなで考え合う時間

にするのも良いです。（A巡回支援員）

★巡回支援員からの助言例★

★振り返り研修の取り組み★（A保育園の事例）

こどもたちとの関わりについて日々の保育を短時間で

振り返るためのチェックシート「ふりかえりシート」

を活用した実践例を紹介します。

●研修内容を経験年数や職層（初級・中級・上級）に応じて分けることも１つです。

新人には「理念や基本手順」を、中堅以上には「保護者対応」や「後輩指導」「保育の

質の向上（遊びの展開等）」をテーマにするなど、同じ題材でも視点を変えることで学

びを深められます。（B巡回支援員）

無理なく継続できる工夫がされている

「ふりかえりシート」

クラス活動・食事・着替え・排泄・午睡と場面ご

との項目について適切でないかかわりをしていな

いか〇×△でチェックします。

年に３回、自治体発出のチェックリスト等を参考に

内容を変更するようにしています。

職員会議で話すことで自分の保育を再度振り返

り、他の職員からアドバイスももらえます。

手を貸して欲しいと声を出すようになりました。

1人で悩まず共有することで自信につながります。

ふりかえりのPoint！《気づき》《未然防止》

この取り組みをすることで、こどもへの声がけや

関わり方がより丁寧になりました。

ふりかえりのPoint！《安心》

「適切ではないかかわり」になっていないかの

確認とともに「ふりかえり」「確認」「注意喚起」

になっていて、評価・分析として実践的だと感

じたと巡回支援員より報告がありました。

ふりかえりのPoint！《気づき》《未然防止》
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夏らしく楽しめる水あそび（B保育園の事例）

　「氷絵具」…色が溶ける様子や混ざり合う変化に興味を持ち楽しみ、

氷の冷たさに触れることで五感を育みます。

触

外部講師を活用した保育実践「草花遊び」（C保育園の事例）

　「布団用圧縮袋を使ったウォーターベッド」…寝転がる・歩く等の感触を全身で感じます。

視

触

視

触

触

視嗅

※１カ月近く使えますが、

毎日水漏れがないか確認し

ます。

触

体感

触 触

水遊びが気持ち良い季節です。巡回支援を行った施設でみられた五感を育む

室内遊びの取組事例を紹介します。

※注意が必要な草花もあります。

C保育園では専門的な資格（草花

遊びインストラクター）を持った

外部講師のもと、草花に触れる部

分についての安全性の確認と職員

配置を行っています。

視

嗅

知識を持った講師が草花を選びます

外部講師を活用した保育活動をされ

ている保育施設もあると思います。

季節の草花に触れ自然への興味・関心を育てるとともに、匂いや手触りなど五感を使

った体験（握る・ちぎる・匂いを感じる等）を通して心身の発達を促しています。

巡回支援員が訪問した際も、こどもたちの興味が持続している姿が見られたと報告が

ありました。

講師と対話しながら楽

しんでいます

楽しそうな笑顔が見られました

※絵具は食べられないこと、ま

た氷は長時間触り続けて手が痛

くならないよう声がけします。

製氷皿で作った氷絵具

「見て～！」と色が混ざった

様子を知らせてくれました

巡回支援を行ったC保育園では月１

回、外部講師による「草花遊び」を

取り入れています。

まぜてみたり
食材に見立てて、

つぶしてみたり

楽しそうにする年上児童の様子

を見て０歳児もハイハイで

自分で描いた海の生き物やセロファンが

動く様子を見て楽しみます。



アイデアを取り入れたコマ遊びを巡回支援

員より紹介いただきました。コマは手指の

発達を促すのみでなく、集中して取り組め

る遊びであると共に、人との関わりを促す

こともできる遊びです。

３才用手回しコマを

使ってみました

詳細ページはこちら

触

視

触
視

公益財団法人 児童育成協会
子ども相談支援部
巡回支援課　TEL：0570-550-819（５をプッシュ）

(本事業は児童育成協会がこども家庭庁から運営を受託して実施しています)

令和７年度より「巡回指導」から「巡回支援」に事業名が変更となったため、「巡回指導つうしん」から「巡回支援つうしん」

に名称を変更しております。（2026 夏号
VOL.10）

暑さ指数（WBGT）によっては、屋外での活動が制限されるため室内遊びの工夫が大事ですね。

今回はおもちゃ遊びのアイデアを紹介します。

 日々の保育に役立つ”ちょこっとアイデア”保育のアイデアBOX保育のアイデアBOX保育のアイデアBOX
巡回支援つうしん夏号（VOL.10）

　【遊び方】

きれいな虹になりました

　２才用

　(約5㎝)

　１才用

(直径約5㎝)

　３才用

　（約6.5㎝）

厚紙に付箋を切り貼りし

て作成しました

子ども相談支援部からのお知らせ子ども相談支援部からのお知らせ子ども相談支援部からのお知らせ

保育従事者地域交流セミナー開催決定！

札　幌

10/8（木）

東　京

名古屋

愛　媛
大　阪

福　岡

仙　台

9/9（水）

12/2（水）

10/29（木）

9/17（木）
10/1（木）

11/5（木）

令和６年度より施設同士の交流の場として「地域交流会」を実施してきました。　　　

今年度は、参加の皆様が実際に遊びを体験するなど保育に係るアイデアや工夫、働く

環境、保護者対応など日々の活動における課題について、意見交換等を通した交流の

時間となるよう「保育従事者地域交流セミナー」を全国７か所で実施します。

参加対象は、一般保育士、子育て支援員等、日々の保育業務に携わる

保育従事者です。

申込みは７月下旬ごろを予定しています。詳細は企業

主導型保育事業ポータルサイト 巡回支援ページおよび

詳細ページにてお知らせいたします。

https://www.kigyounaihoiku.jp/grant_top/jyunkai/r8_tiikikoryu_seminar
https://www.kigyounaihoiku.jp/grant_top/jyunkai
https://www.kigyounaihoiku.jp/grant_top/jyunkai/r8_tiikikoryu_seminar
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